
配車入力画面はヨコ列へ項目が多いため､発日～品名までを固定し､ボタン押下の切替で2画面に分かれます。

　　第1画面は発日～品名と荷主高速～歩合手当まで

　　第2画面は発日～品名と乗務員高速～輸送会社まで

■第1画面(発日～品名と荷主高速～歩合手当まで)

配車入力(手入力)



■第2画面(発日～品名と乗務員高速～輸送会社まで)



■傭車項目に絞った画面



■歩合手当に絞った画面



■限定表示をした場合（例：荷主と乗務員での絞込み）



■中継した場合



■カード型入力（明細1行を1画面で項目表示して入力する画面）



地場小口配送の配車業務を自動配車処理で車番・乗務員の割振りを行う。

①運送依頼データに対して、届先マスタ・車輌運行データ等の配車条件に関わるデータを用い、自動配車を行う。
・届先マスタ・・・届先別に対して、予め配送車番を登録しておく。

・車輌運行情報入力・・・車検、休車情報等を登録し、自動配車対象外とする。

②自動配車にて割り振られた車番別に過積載などの運行に無理が無いかを確認し、配車担当者がデータを補正する。
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倉庫システム側から送られた配送明細データに対して、
運送システム側では、車番･乗務員・傭車先を割付入力する。

倉庫がからまない配送データは当画面から手入力する。(F6:登録)

運送システム側の配車一覧では、

車番･乗務員の便ごとの実重量が表示され､
過積載になった場合は警告として実重量が赤文字で表示される。
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